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■CSを導入する理由

学校・家庭・地域が一体となって、子どもの育ちを継続して支えるため

◇顔の見える関係をつくる
◇札幌らしさを意識する

CSの魅力・メリットを
正しく理解し、伝え続ける

学校と地域が顔の見える
関係をつくる

ただの「学校への協力」ではなく、「学
校、保護者、地域が対等なパートナー
になること」 これを全員が理解すること
でつながりをつくる

ただの顔見知りではなく、どのような思
いや願いをもっているのかを知り、共有
することで、信頼や安心感につながる協働って何から

始めればいいの？

子どもたちの育ちを継続して支えるため
には、家庭や地域と協働していくことが
必要になります。

・互いに声を掛け合える「顔の見える関係づくり」が必要

まずは地域や保護者を知る

CSを立ち上
げた校長先
生に聞いて
みました

・保護者や地域の方々　　
にもCSの魅力やメリッ　トを
正しく理解しても　らうこと
が必要

・地域や保護者の実態や　
活動内容を把握

・学校、保護者、地　　域、
子どものCSの魅　力・メ
リットを理解

・活動の目的や時期を　
一覧にして整理（学　校の
活動を含めて）

札幌市教育委員会
学校教育部
教育課程担当課

詳しい内容は
次号以降で

ＣＳを立ち上げた
校長先生

代案）文脈
なぜCSを導入するのか？
↓
学校・家庭・地域が一体となって、子どもの育
ちを継続して支えるため
↓
子どもの育ちを継続して支えるためには？
↓
家庭や地域と協働していくことが必要
↓
家庭や地域とつながるためには？
↓
・保護者や地域住民にCSの魅力やメリットを
正しく理解してもらうことが必要
・学校・家庭・地域が互いに声を掛け合える
「顔の見える関係づくり」が必要
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